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 目を覚ましていなさい。信仰に基づいてしっかり立ちなさい。

雄々しく強く生きなさい。何事も愛をもって行いなさい。    

コリントの信徒への手紙一 16章 13～14節 
                              
 

意識をもって活動に参加しよう。自己の

成長と共にクラブの求心力を高めよう！

EMC事業主任 新山 兼司 
（京都トップスクラブ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
  
 
 
 
 

 
  

 
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
    
   
 
 

      
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

～～～～～～お知らせ～～～～～～ 

THE  SERVICE  CLUB  OF  THE  YMCA 

The Y`s Men`s Club of Ｋanazawa 
 

AFFILIATED  WITH  THE  INTERNATIONAL  ASSOCIATION  OF  Y’S  

CHARTERED  JULY  9, 1947 
c/o KANAZAWA YMCA 44-1-202 SATOMI-CHO KANAZAWA 920-0998  

国 際 会 長 主 題  「心新たに立ち上がろう」       “Once More We Stand”  
アジア地域会長主題  「心新たに立ち上がろう」       “Once More We Stand”  
西日本区理事主題  「飛翔たとうワイズスピリットを胸に」  ”Forward with Y’s men’s spirit in our Hearts” 
中 部 部 長 主 題  「ワイズは フェイス to フェイス！」 
金沢クラブ会長主題  「ワイズの輪は 豊かな心で 広めよう」         
 

６月 クラブ活動状況 

 

第１例会（6月 17日Thu.） 
メ   ン： 伊藤、影山、数澤、幸正、澁谷、山谷、 
                            (6名) 
出席率 ： 66.7 ％ 
メネット： 伊藤、数澤、澁谷、山内、山谷 （5名） 
広義会員・功労会員：なし 
 

第２例会（6月 1日 Tue.） 
メ  ン：伊藤、数澤、幸正、澁谷        （4名） 

メネット：数澤、山内          (2名) 
 

ニコニコタイム              ７，５００円 
クラブファンド   累計  １２１，８７０円 

ＢＦポイント 
切手    ０㎏         累計      1.3㎏ 
現金    ０円         累計  18,150円 

７月例会 プログラム 

 
と き  2010年 7月 15日（Thu.）18:30～20:30 
ところ  金沢ﾆｭｰｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ   
              司会  伊藤仁信君 
開 会 ・ 点 鐘       数 澤 会 長 
主 題        司 会 者 
ワイズ・ソング        一 同 
今 月 の 聖 句        司 会 者 
ﾊｯﾋﾟｰﾊﾞｰｽﾃﾞｲ       数 澤 会 長 
食 前 の 感 謝       影 山 雅 一 君 
   ～～～～～ 会      食 ～～～～～～～ 
ス ピ ー チ       数 澤 会 長 

「計画と方針」                  

委 員 会 報 告         各 委 員 
ニコニコタイム       山 谷  澄 君 
Ｙ Ｍ Ｃ Ａ の 歌        一 同 
閉 会 ・ 点 鐘           数 澤 会 長 

月間強調 Kick-off  EMC-C 

今月の聖句 

会  長 数澤  輝夫  書  記 幸正 一誠

副 会 長 山内  健司   会  計  高口  昇 
      高口  昇   ﾒﾈｯﾄ会長 山内ミハル 
直前会長 数澤  輝夫   

7 月強調月間 

第一例会：毎月第三木曜日 18:30～20:30 

金沢ﾆｭｰｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ  Tel (076)233-1311 

第二例会：毎月１日 18:30～20:00     

金沢ﾆｭｰｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ 2F （トレド） 



新たな気持ちでスタート！  

  会長 数澤 輝夫 

2010年度がスタートしました。私たちは希望を持ち

たい。ワイズメンの希望とは明日への前進、将来にわ

たっての大きな変化、改革が得られるという確信に立

ってワイズは活動を進めています。今期の主題を「ワ

イズの輪は 豊かな心で 広めよう」としました。ワ

イズの輪は、まず、隣人と手を繋ぐことからスタート

します。次々に手を繋ぐことで、何時の間にか大きな

和と世界平和に向かっての輪が構築されて行くと思う

のです。豊かな心で「隣人を自分のように愛しなさい」

と聖書（ルカ伝10章27）は教えています。このワイ

ズの輪を広めるために努力をしましょう。昨今の社会

情勢の変化に伴いワイズの流れも変革していると思い

ます。しかし、クラブの現状を省みると新たな変化も

なく、次の世代を担うべき新メンバーの入会もありま

せんでした。私はこの現状を踏まえて「ワイズ必携」

を再読しました。その中でワイズの働きは種々ありま

すが、今年度の重点目標はクラブの活動の充実と会員

増強であります。目標数値は２名として、特に「ＥＭ

Ｃ」に取り組むことにしました。ＥはExtension（ク

ラブ拡張）、ＭはMembership（会員増強）、Ｃは

Conservation（クラブ維持・育成）の略です。このＥ

ＭＣはクラブを成長発展させるための基本的なプログ

ラムであります。まずクラブの会員増強は会員の発掘

と育成であります。ワイズ必携によれば、ＹＭＣＡに

対する忠誠心と、ＹＭＣＡの活動を支援する団体であ

ると規定しています。ワイズの歴史はＹＭＣＡへの奉

仕と共働であったということができます。このＹＭＣ

Ａサービスの働きを要約すると三つにまとめることが

できます。第一に社会の変化の中でＹＭＣＡの目的達

成のために方策を共に考えて実現に努力したこと。第

二は、ＹＭＣＡの財政、会員増強、ＰＲを側面から支

援してきたこと。第三は、ＹＭＣＡ指導者の発見と育

成に努力してきたことです。私たちはワイズの歴史か

ら何を学んだか。今、西日本区が目指しているのは、

組織の強化、奉仕プログラムの充実、財政の健全化、

そのために会員の増加であります。その原点はクラブ

にあります。クラブは人間関係を大切にし、親睦に力

を入れるべきです。その親睦エネルギーが奉仕への力

になると思います。今年度の会員増強の目標は２名で

す。この目標達成のために一致団結で邁進しましょう。

皆さまのご理解とご協力をお願いします。 

 
 

６月例会の報告 

2009～2010 評価・反省  

    金沢クラブ会長 数澤輝夫 

2009～2010年度の会長主題は「クラブの活性化に努め

る」としました。そしてクラブ目標を３本柱とし、第

一は会員増強、第二はクラブ例会の出席率向上、第三

はＤＢＣの締結でした。しかし、第一の会員増強は、

目標を５名と掲げましたが、新入会員はありませんで

した。第二のクラブ例会出席率は、月平均87.１℀でし

た。現状を認識して会員を増強するために、各自の創

意工夫と努力とに期待をいたしたい。第三のＤＢＣ締

結である。現在、西日本区滋賀蒲生野クラブとＤＢＣ

関係にある東日本区富士宮クラブと金沢クラブとのＤ

ＢＣ締結は出来ませんでした。今後は、富士宮クラブ

と金沢クラブとの交流を密接にし親睦を深めつつ、Ｄ

ＢＣ締結に向かって前進したい。この３クラブのトラ

イアングルを目指して、友好的な活動ができることを

信じて是非とも実現したいと思っている。金沢クラブ

の未来に夢と希望とを持ちたい。 

主なる活動状況は、次のとおりである。 

◎10月22日県立音楽堂交流ホールに於いて、「第７回

金沢わいわい寄席」を開催した。施設の子供たちを招

待して、参加者153名で寄席の楽しさを互いに分かち

合い成功裏に終わることができました。このときの純

益金１５万円は、12月17日クリスマス例会の席上で、

金沢ＹＭＣＡ青少年活動のために、澁谷実行委員長か

ら朝倉理事長に贈呈しました。 

◎11月22日中央公民会長町館に於いて、「ながまちふ

れあいフェスティバル」に参加して、日本ＹＭＣＡ同

盟よりＹＭＣＡの海外災害復旧活動パネルを借用、並

びに金沢ＹＭＣＡ青少年の活動状況及び金沢クラブ・

金沢犀川クラブの活動状況を展示して、それぞれのア

ピールを行いました。 

◎12 月 17 日クリスマス例会で、日本基督教団金沢教

会阿部倫太郎伝道師より「わたしたちのクリスマス」

と題してクリスマスメッセージがあり、ゲスト7名を

招待し、参加者２３名で親睦とゲーム等で楽しいひと

時を過ごしました。 

◎11月3日（火・祝）内川スポーツ広場にて、メネッ

ト会主催で「いも煮会」を実施した。ＹＭＣＡの子供

を招待し、参加者はＹＭＣＡ関係者8名、金沢犀川ク

ラブ1名、金沢クラブ10名、総数19名で里芋のお鍋

を囲んで、親睦と交流を深めることができました。 

◎３月７日滋賀蒲生野クラブ２０周年記念例会にブラ

ザークラブとして９名が参加して、お祝いと親睦交流



メン 影山 雅一 君    7月 9日 
ﾒﾈｯﾄ 高口 紀子さん    7月 30日 

を深めることができました。 

◎６月12日（土）～13日（日）第13回西日本区大会

が広島国際会議場・リーガロイヤルホテルで開催され、

金沢クラブから伊藤夫妻、澁谷夫妻、数澤夫妻の6名

が参加しました。金沢クラブ表彰は、「ノンドロップ賞」

「ＢＦ目標達成賞」を西日本区理事鈴木誠也氏より表

彰されました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～～～～～～～～ お 知 ら せ ～～～～～～～～ 

☆ＥＭＣ目標 

  目標数は２名です。全員でアタック、目標達成を

目指して頑張ろう！ 

 

☆ワイズメンズクラブ国際協会第69回国際大会 

  日 時 2010年８月５日（木）～８日（日） 
  場 所 パシフィコ横浜（横浜市） 
  テーマ 「いのち」未来への継承 
        －私たちの地球のために－ 

  参加予定 ﾒﾝ  数澤君、澁谷君 

       ﾒﾈｯﾄ 数澤さん 

 

☆斎藤忠夫君、千代さん 退会 

６月30日付で退会の申し出があり、ご健康上の理

由とはいえ残念です。 

長年にわたりご厚情とご指導を賜り深く感謝して

おります。 

末ながいご多幸をお祈り致します。 

 

☆草野功一君、敬子さん 正会員に！ 

７月１日付で広義会員より正会員になる旨申し出

がありました。今後のご活躍を期待します。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

☆早天祈祷会 

日 時 8月１日（木）6:00～7:00 

  場 所 金沢YMCA集会室 

 

☆みどりっ子キャンプ 

  日 時 8月28日（土）～29日（日） 一泊二日 

  集 合  8:00  ＪＲ金沢駅（西口） 

  解 散 15:45 ＪＲ金沢駅（西口） 

  活動場所 国立能登青少年交流の家 

  参加費 4,000円 

 

☆お知らせ 

財団法人 金沢ＹＭＣＡ事務局 

   〒920-0998 金沢市里見町44番地1-201 

財団法人 金沢ＹＭＣＡ分室 

   〒920-1396 金沢市三小牛イ9番2 

      北陸学院大学ライザー館 

      Tel/Fax (076)255-7782 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Happy Birthday 

8月ブリテン執筆 ： 山内 健司 君 
           澁谷 節子 さん 
8月卓 話 担 当 ： 幸正 一誠 君 

8 月の担当 

YMCA だより 

西日本区大会 会場 
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  ラスト スパート？  
 ワイズ年度 2009年７月－2010年６月は、私にとっ

ては近年にない変革の年でした。 
2005 年３月、北陸学院中高の校長を辞して４年間、

好きなときに好きなことのできる自由を楽しみました。

贅沢さえ言わなければ、経済的に困ることもなく、た

っぷりの時間を好きなように使えましたから、頼まれ

たら「いや！」ということもなく喜んで引き受け、適

度な忙しさをむしろ楽しんでさえいました。もっとも、

私の退職１ヶ月後、夫が孫と遊んでいて腰椎を骨折し、

３ヶ月間ほとんど寝たきりになりましたので、少々不

自由はしましたが・・・。 
ある専門学校の非常勤講師、「金沢こころの電話」

の会長、日野原重明先生提唱の「新老人の会」石川支

部の事務局、金沢教会の長老、金沢ワイズメンズクラ

ブ・メネット会会長等 ・々・・。充実した毎日でした。 
ところが 2009 年４月、思いもかけない保育園の園

長という職に就いてしまいました。45年間の中等教育

の経験はあるものの、幼児教育はずぶの素人である私

に、果たして務まるのかどうか、一抹の不安はありま

したが、私の人生の最後のご奉仕と思って引き受けて

しまったのです。年齢はとっていても、新入りの私は、

若い保育士さんたちからいろいろ倣うつもりでいたと

ころ、４月半ば、市から「社会福祉施設長の認定が必

要だから、１年間の通信教育を受けるように」と連絡

がありました。他の保育園の園長も全員受講させられ

たということです。私の保育園は昨年１億数千万円を

かけて、園舎の大改築を計画しており、４月から市へ

の補助金申請の準備及び細かな設計に取り組んでおり

ました。その上私の家庭の事情もあったので、受講を

１年延期してほしいと願い出た所、この認定を受けな

ければ、経常の運営費（いわゆる補助金）が大幅に減

額されるということで、そうなれば、園に経営上大き

な迷惑をかけることになり、延期することはできない

ことが判りました。 
教育内容は、６月から２ヶ月を１期として１月まで

４期あり、１期に４教科の受講が義務づけられていま

す。１教科 400頁前後の指定されたテキストを１～２

冊読んでテスト問題の回答と、レポートを出さなけれ

ばなりません。しかも提出は各期の最終日の消印まで

となっており、１日でも遅れると受領されないのです。

２ヶ月後に成績評価が送られてきます。Ａ，Ｂ，Ｃ，

Ｄで評価され、評価Ｄは不認定で翌年再受講しなけれ

ばなりません。更に４泊５日のスクーリングもありま

した。場所は葉山のご用邸の近くにある研修センタ

ー・・・といっても立派なホテル。建物は新しく、広

い芝生の庭に出ると、富士山を望むことができ、毎日

違った献立も美味で、満足できました。 

保育園の先生方、特に主任の斉梧さん、経理の山田

さんの協力があって、暇を見つけては通信教育の勉強

に取り組みました。１月に最後の回答とレポートを提

出したときの開放感はおそらく誰にも判っていただけ

ないと思います。こんな年齢になって、受験生の心境

を味わおうとは予想もしていませんでした。幸い満足

できる成績で 16 科目全部合格、無事修了証をいただ

くことができました。 
園舎の改築も昨年 12 月末、無事終了し、市が厚生

労働省の役員をつれて見学にきてくれるなど、自慢で

きるものとなりました。 
 建物だけではなく、保育内容も評価が高く、常に定

員を大きく上回って申込があり、断らなければならな

い状態です。現在もすでに来年４月入園希望の保護者

から園内見学の申込がきています。 
 おそらく私の人生航路の最終コーナーにさしかかっ

ているのでしょうから、ゆっくりラストスパートをか

けながら、残された距離を走り抜きたいと思っていま

す。             （山内ミハル 記） 
 
７月例会のお知らせ 

 ７月は総会の月です。メンの参加はご遠慮願って、

昨年度の反省の上に立って、新しい年度の年間計画、

役割分担を決めたいと思います。 
 日 時  ７月 17日（土）12:00～ 
 場 所  ここちや 
        金沢市十間町  Tel 224－5518 
 会 費  2,000円＋α 

メ ネ ッ ト 報 ～～～～～～～～～～～ ～～～～～～～～～～～～ 


